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【 開催日】平 成 2 3 年
3 月 1 3 日 ［日 ］

12時30分～16時3 0分
（開場12時00分）

【 会 場】奈良県橿 原文化 会館

奈 良県橿 原 市 北八 木 町3 丁 目6 5－5



「 古事 記」「日本書紀 」が編纂（へ ん さん）され、多 くの万葉歌が詠 われ た奈良県。

奈良県 では、これ ら記紀・万葉集 に代表 され る本県 特有 の歴 史素 材 の多角的 な紹介 をつ う じて

奈良 の魅 力 を再 発 見 し、県 内外 の 方 々 に 発信 して い く「記紀・万 葉 プ ロ ジ ェ ク ト」を推 進 して い ます 。

知らず に見れ ば あ りふ れ た野 原や 田畑 にす ぎない風 景 で も、その場所 に まつ わ る歴史 や伝承 を

知っ た うえ で 見 れ ば 、そ こに 全 く違 う古 代 の 風 景 が 立 ち現 れ て く る はず で あ り、そ の 体 験 をつ う

じて歴 史 に 対 す る興 味 を深 め、感 動 を味 わ う こ とが で き るの で は な い で し ょ うか。

私た ち は、「古 事 記 」「日本 書 紀 」「万 葉 集 」な ど の 文 献 が、こ の感 動 を味 わ う た め の大 き な手 が か り

にな る と考 え 、本 日 は、奈 良 県 を こ よ な く愛 す る研 究 者 の 博 さ ま と、古 事 記 を つ う じて ご緑 の 深

い島 根 県 か ら も講 師 を お招 き し、「記 紀・万 葉 プ ロ ジ ェ ク ト」の 一 環 と して 、「今 、記 紀 万 葉 が 語 る

こ と 」を テ ー マ に フ ォ ー ラ ム を 開 催 い た し ま す 。

この フ ォー ラ ム をつ う じて 皆 さ まに「古 事 記 」「 日本 書 紀 」「万 葉 集 」の魅 力 を深 く味 わ っ て い た だ

き、奈 良 や 日本 の古 代 に思 い を馳 せ 、さ ま ぎ ま な感 動 に 出会 っ て い た だ け れ ば幸 い で す 。

1 2 ：0 0 開場

1 2：3 0 開会 主催者挨拶 荒井 正吾 奈良県知事

「記 紀・万 葉 プ ロ ジ ェク ト」につ い て 鷹 野 隆 信 （記紀・万葉プ ロジェク ト検討委員会座長）

第 1 部 基調講演

「記 紀 万 葉 と 日本 人 の 心 」 中西 進 氏 （奈良県立万葉文化館館長）

「古 事 記 の 国 際 性 」 千田 稔 氏 （奈良県立図曹情報館館長）

休憩 5 分

1 4 ：0 0 第 1 部 レク チ ャー

「出 雲 神 話 の 世 界 」 藤 岡 大 拙 氏（荒神谷博物館館長）

1 4 ：20 第 1 部 ステージ 石 見 神 楽「大 蛇（おろち）」

石見神楽 は、石 見地 方（島根 県西部地域）に伝わ る里神楽です。

演 目 は3 0 数 演 目に 及 び、そ の 多 くが『日本 書 紀 』を題 材 と して い ます 。

現 在 で は 、各種 イベ ン トや 婚 礼 の ア トラク シ ョン な どで も欠 かせ な

い郷土 の伝統芸能 になってい ます。

中で も、『大蛇（お ろち）』は、石見神楽の中の撃 と言われ、須佐之男命

（す さの お の み こ と）の 八 岐 の 大 蛇（や ま た の お ろ ち）退 治 を題 材 と

した演 目で 、八 頭 の 大 蛇 が の た うち まわ る須 佐 之 男 命 と の格 闘 シー

ンは、見 る 人 を 必 ず 感 動 させ る こ とで しょ う。

今 回、島根 県 浜 田 市 か らお越 しい た だいた方 々に公演 してい ただ きます。

ス ケール が 大 き く、ダ イナ ミックな 記紀 の世界 をお楽 しみ くだ さい。

休憩 15 分

1 5 ：0 0 第 2 部 パ ネルデ ィスカ ッシ ョン 「記 紀

⑳司会

氷置 恒夫 氏

（毎 日新 聞東京本社編集 局次長 ）

・ 万葉集 と奈良」

瀞パ ネ リス ト

中西 進 氏（奈良県立万葉文化館館長）

千田 稔 氏（奈良県立図書情報館館長）

菅谷 文則 氏（奈良県立橿原考古学研究所所長）

藤岡 大 拙 氏（荒神谷博物館館長）

1（i：3 0 終了（予定）



基調講演

「 記紀万葉 と日本 人の′む」

⑳記 紀 万 葉 は何 を発信 して い る の か。

⑳記 紀 万 葉 は どの よ う に 日本 人 と関 わ っ て きた か 。

⑳記 紀 万 葉 か ら、どん な未 来 が 開 け るの か。

⑳国 づ く り神 話 とア ジ ア の神 話

⑳ア マテ ラ ス の源 流

⑳降臨神話 と海洋神話 との統 合

中西 進（なかにしすすむ）氏

（ 奈良県立万葉文化館館長）

東京都出身。東京大学文学 部国文 学科 卒業。

講談社文庫「万葉集」（全 4冊 と万葉集辞典 1冊）を

編集。20 01 年 より同文化館館長 に就任。

「 古事記の国際性」

千田 稔（せんだ みのる）氏

（奈良県立図書情報館館長）

奈良県生 まれ。京都大学文学部史学科卒業 。

国際 日本 文 化 研 究 セ ン ター 名 誉 教 授 。と くに

古代 日本の歴史地 理学 の研 究 を進 めてい る。

『 平城京遷 都一女帝・皇后 と「ヤマ トの時代」』ほか

著書多数。 200 5年 よ り現 職。

「 出雲神話の世界」

⑳神 話 は 必 ず しも虚 構 に あ らず。出 雲 神 話 も真 実 を

語 る部 分 が あ る。

⑳出雲神話 は出雲 を中心 に、伯 書、因幡、信濃 、古志 、

大 和 、紀 伊 、日向 、新羅 な どに 及 ん で い る。

⑳出 雲 大 社 は巨 大 化 し、建 て 続 け られ た。理 由 を解

明 す る こ と で、古 代 出 雲 の 実像 が明 らか に な る。

⑳司会

t 藤 岡 大 拙（ふじおかだいせつ）氏

（荒神谷博物館館長）

島根 県斐川町生 まれ。京都大学文学部国史学専攻、

同大学院修士課程修 了。

N P O 法人 出雲学研究所理事長。

島根県 とくに出雲 に関する著書 多数。

パネ ル デ ィス カ ッシ ョン

「記紀・万葉集 と奈良」

⑳歴史 文学研 究 か ら見 た記紀・万葉集の魅力

螢記紀・万葉集 か ら考 える奈 良が果 たす役割

⑳ パ ネ リス ト

l（奈良県立橿原考古学研究所所長）

奈 良県生 まれ。

飛鳥 浄御 原宵跡や東大寺、

法 隆 寺 な どの調 査 を担 当 した。

日本 学術 会議連携会員、

滋賀 県立 大学名誉教授。

氷置 恒夫 氏
（ ひ お き つ ね お）

（ 毎 日新 聞東京本 社編 集局次長）

京都府亀岡市生 まれ、同志社大学卒 。

毎日新聞社で奈 良県橿原駐在 、松江支局、

社会部、奈良支局長、地方部長な どを経て

現在 に至 る。

中西 進 氏 菅谷 文則 氏
（ すがや ふみ のり）

千田 稔 氏 藤岡 大拙 氏


